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文禄三年東天川村検地帳 〔二冊本〕 （森田家文書)



へびまつ り実景 〔上:参 道 を練 る
,下:的 をつけた蛇体〕

（市内大字原・八阪神社)



序

こ
こ
に
、
市
民
各
位

の
待
望
久
し
か

っ
た

『
高
槻
市
史
」
第

一
巻
、
本
編
Ⅰ

が
刊
行
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

わ
が
高
槻
市
は
、
緑

の
山
々
を
背

に
し
、
と
う
と
う
と
流
れ
る
淀
川
に
面
し
、
古
来
よ
り
水
陸
の
要
衝

に
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
は
弥
生
時
代
に
お
い
て
既
に
人

々
の
な
り
わ

い
が
あ
り
、

そ
の
後

に
は
西
国
街
道

の
宿
場
町
と
し
て
、
ま
た
高
槻
城
の
城
下
町
と
し

て
栄
え
、
現
在
で
は
市
域
の
変
更
や
転
入
者

の
激
増
に

よ

っ
て
人
口
三
三
万
余
を
擁
す
る
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
に
膨
張
し
、
な
お
急
速
な
変
化
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

か

つ
て
は
山
や
河
に
よ
り
画
さ
れ
た
地
域
ご
と
に
あ

っ
た
人
々
の
生
活
も
、
近
時
は
鉄
軌
道
や
幹
線
道

路

の
敷
設
、
宅
地
化
、
更

に
は

一
定
区
域

の
用
途
を
指
定
す
る
な
ど
人
間
が
作
り
出
し
た
条
件
に
よ

っ
て

大
き
く
左
右
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
流
れ
ゆ
く
歴
史

の
中
で
現
代
は
そ
の
面
か
ら
も
大
き
な
分
岐
点
と
言
え
ま

し
ょ
う
。

こ
う
し
た
市
域
の
開
発
は
、
緑
を
削
り
田
畑
を
埋
め

、
街
並
み
を
塗
り
替
え
た
に
止
ま
ら
ず
、
各
種
の

貴
重
な
資
料
を
散
逸
さ
せ
、
伝
承
の
習
俗
を
消
滅
さ
せ
て
し
ま
う
お
そ
れ
を
引
き
起

こ
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
時
に
お

い
て
、
私
達

の
先
人
が
数
知
れ
ぬ
変
事
や
戦
乱

の
中
で
そ
の
生
活
を
維
持
し
文
化
を
受
け



継
ぎ
守
り
育
て
る
に
は
正
に
血
の
に
じ
む
努
力
が
あ

っ
た
こ
と
を
思
う
と
き
、

こ
れ
を
後
世
の
人

々
に
正

し
く
少
し
で
も
詳
し
く
伝
え
る
こ
と
は
私
達
世
代
の
当
然

の
責
務

で
あ
る
と
考
え
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
市
史
の
刊
行
は
、
市
民
各
位
の
高

い
文
化
意
識
と
郷
土
愛
に
支
え
ら
れ
、
さ
ら
に
は
、
小
中
学
生

や
学
生
の
み
な
さ
ん
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
な
内
容

に
編
さ
ん
を
心
が
け
、
昭
和
四
八
年
の
市
制
三
〇
周

年
記
念
事
業
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
昭
和
四
四
年
十
月
以
来
、
現
奈
良
教
育
大
学
学
長
井
上

智
勇
先
生
を
委
員
長
と
す
る
高
槻
市
史
編
さ
ん
委
員
会
に
お
願

い
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
日
、
私
は

「
全
市
民

で
考
え
る
市
政
」
を
提
唱
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
う
し
た
観
点
か
ら
も
、

こ
の

書
を
通
し
て
、
幾
多

の
先
人
の
跡
を
顧
み
、
未
来
の
発
展

に
資
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
は
な
は
だ
幸

い
に

存
ず
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
編
さ
ん
委
員

の
諸
先
生
、
数

々
の
貴
重
な
資
料
を
御
提
供
く
だ
さ

っ
た
史
料
所
蔵
者
各
位
を

は
じ
め
、
あ
た
た
か
い
御
援
助
、
御
協
力
を
く
だ
さ

っ
た
市
議
会
な
ら
び
に
市
民
各
位

に
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
る
と
共
に
引
き
続

い
て
の
御
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
二
年

一
月

一
〇
日

高
槻
市
長
 
西
島
文
年



序
 
文

高
槻
市
が
そ
の
市
史
編
さ
ん
を
本
格
的
に
企
図
し
た
の
は
昭
和
四
四
年

で
あ

っ
た
。
時

の
市
長
吉
田
得

三
氏
は
、
昭
和
四
八
年

一
月
に
迎
え
る
市
制
三
〇
年
の
記
念
事
業

の

一
環
と
し

て
高
槻
市
史

の
編
さ
ん
を

決
意
し
、
私
に
そ
の
委
員

の
選
定
を
依
頼
し
た
。
私
は
母
校

の
京
都
大
学

に
赴
き
、
考
古
学
、

日
本
史
学

人
文
地
理
学
の
教
官
と
協
議
し
て
委
員
を
選
び
、

こ
れ
を
市
長
名

で
依
嘱
す
る
こ
と
と
し
た
。

委
員
会
は
論
議
を
重
ね
た
結
果
、
お
よ
そ
次
の
点
に
留
意
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
①
記
述
す

べ
き
内

容

の
時
間
的
下
限
を
昭
和
五
〇
年
と
し
、
発
掘
さ
れ
る
考
古
資
料
の
う
ち
収
録
さ
れ
る
も
の
は
、

こ
れ
を

昭
和
四
七
年
に
発
掘
さ
れ
る
も
の
ま
で
の
も

の
と
す

る
。
②
高
槻
市

の
歴
史
が
そ
こ
に
お
い
て
展
開
し
た

地
理
的
環
境
を
、
自
然
・

人
文
両
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
③
本
市
史
の
記
述
は
、
常
に
、
近
接
地
域

の

み
な
ら
ず
、

日
本
史
全
体

の
発
展
と
関
連
づ
け

つ
つ
把
握
し
て
行
う
。
④
あ
く
ま

で
客
観
的
学
術
的

で
あ

る
と
同
時
に
、

一
般
市
民
に
も
読
み
や
す
く
親
し
ま
れ
や
す

い
も

の
と
す
る
。

思
う
に
高
槻
市

は
、
ま
さ
に
考
古
学
的
遺
物

の
宝
庫
で
あ

る
。
幾
千
点
と
な
く
出
土
し
て
い
る
遺
物
や

個
人
所
有
と
な

っ
て
い
る
考
古
資
料

の
う
ち
か
ら
、
約
二
千
点
を
選
別
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
委

員

に
と

っ
て
容
易
な
仕
事

で
は
な
か

っ
た
。
ま
た
高
槻
市
内

の
各
地
区
に
保
存
さ
れ

て
い
る
文
書
や
、
多



く
の
旧
家
に
眠

っ
て
い
た
文
書
を
見
出
し
、

こ
れ
を

一
々
調
査
し
収
集
す

る
の
に
も
、
予
想
外

の
時
間
と

労
力
を
要
し
た
。
ま
た
委
員
は
、
東
京
大
学
史
料
編
さ
ん
所
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
内
閣
文
庫
、
国
立
国
会

図
書
館
、
京
都
大
学
古
文
書
室
、
奈
良
教
育
大
学
図
書
館
、
関
西
大
学
図
書
館
、
熊
本
大
学
図
書
館
、
聖

心
女
子
大
学
図
書
館
等
を
歴
訪
し
て
、
関
係
文
書
を
渉
猟
し
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

こ
う
し

て
収
集
し
た
文
書
資
料

は
実

に
五
万
点
を
越
え
た
。

集
積
し
た
考
古
資
料
と
文
書
資
料
と
を
、
整
理
し
統

一
し
て
、
ま
ず
史
料
編
と
し
て
上
梓
し
、

こ
れ
を

基
礎
と
し
て
本
編
を
記
述
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
本
市
史
は
極
め
て
学
術
的
香
り

の
高
い
も

の
で

あ

る
が
、
他
方

一
般
市
民
に
も
親
し
ま
れ
や
す

い
も

の
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

本
市
史

の
完
成
は
当
初

に
予
定
し
た
時
期
よ
り
遙
か
に
遅
れ
た
が
、
本
市
史
編
集
が
予
想
外

に
労
苦

の

多
い
こ
と
を
理
解
し
て
、
温
く
許
容
さ
れ
た
市
当
局
、
市
会
議
員
各
位
に
哀
心
よ
り
感
謝
す
る
と
と
も

に
、

困
難
な
事
務
に
耐
え
た
事
務
局
の
諸
氏
に
も
深

い
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。

昭
和
五
二
年

一
月

一
〇
日

高
槻
市
史
編
さ
ん
委
員
会

委

員

長
　
井
上
智
勇



凡

例

一
、
本
書
は

『
高
槻
市
史
』
の
う
ち
第

一
巻
本
編
Ⅰ
と
し
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
本
巻
の
時
代
区
分
は

「原
始

・
古
代

・
中
世
」
と
し
、
中
世
と
近
世
の
過
渡
期
を

「戦
国
動
乱
期
」
と
ま
と
め
て
、
そ
の

下
限
を
、
い
ち
お
う
慶
長
五

（
一
六
〇
〇
)
年
関
ヶ
原
の
合
戦
に
置
い
た
。

こ
れ
以
後
は
本
編
Ⅱ

で
扱
う
。
ま
た
原
始
時

代
に
つ
い
て
は
考
古
学
的
区
分
に
従

っ
た
。

一
、
年
代
表
記
に
つ
い
て
は
、
太
陰
暦
時
代
は
和
暦

（
日
本
年
号
)
を
主
に
し
、
西
暦
を
カ
ッ
コ
で
括
り
、

太
陽
暦
時
代
は
西

暦
を
主
に
し
て
和
暦
を
カ

ッ
コ
に
入
れ
た
。
な
お
、
南
北
朝
に
つ
い
て
は
、
各
章
ご
と
の
初
出
に
か
ぎ

り
、
い
ず
れ
の
年

号
か
を
示
し
た
。

一
、
か
な
づ
か
い
は
、
引
用
史
料

・
引
用
文
献
以
外
は
現
代
か
な
づ
か
い
で
統

一
し
た
。

一
、
漢
字
は
で
き
う
る
限
り
当
用
漢
字
を
用
い
た
が
、
引
用
史
料

・
人
名

・
地
名

・
歴
史
的
用
語
等
に
は
止
む
を
え
ず
旧
漢
字

を
用
い
た
も
の
も
あ
る
。
な
お
、
難
読
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
初
出
に
か
ぎ
り
フ
リ
カ
ナ
を
つ
け
た
。

一
、
引
用
史
料
は
で
き
る
か
ぎ
り
読
み
下
し
文
に
し
、
あ
る
い
は
説
明
を
加
え
て
平
易
に
し
た
。

一
、

引

用

史

料

・
引

用

文

献

の
出

典

は
、

文

末

に

〔
 
〕

で
簡

略

割

注

し

た
。

こ

の
う

ち
、

古
代
一
〇

中
世
二
五

な
ど
と
あ
る
の
は
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高
槻
市
史
第
三
巻
史
料
編
Ｉ
所
収
の
史
料
番
号
を
示
し
、

な
ど
と
あ
る
の
は
高
槻
市
史
第
四
巻
（
一
）
史

料

編
Ⅱ

の

各
章
別
史
料
番
号
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
写
真

・
図
版

・
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
写

・
図

・
表
と
略
記
し
て
番
号
を
つ
け
、
巻
末

に
目
次
を
つ
け
た
。
出
典
表
示
や
所
蔵

者

・
提
供
者
等
の
表
示
は
、
で
き
る
だ
け
簡
略
化
し
、
目
次
で
完
全
表
示
を
つ
け
た
。
そ
の
他
の
注
記

は
、
目
次
で
は
省

略
し
た
。
な
お
本
編
で
使
用
の
昭
和
二
三
年
撮
影
の
空
中
写
真
は
す
べ
て
建
設
省
国
土
地
理
院
長

の
承
認
を
得
て
、
同
院

発
行
の

一
万
分
の

一
空
中
写
真
を
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
（承
認
番
号
)
昭
五

一
総
複
第

一
五
四

一
号
。

一
、
数
詞
は
原
則
と
し
て
洋
式
漢
数
字
表
記
と
し
、
万
位
に

「
万
」
を
入
れ
た
。
た
だ
し
、
太
陰
暦
時
代
の
日
付
だ
け
は
、
和

式
表
記
と
し
た
。

一
、
度
量
衡
の
う
ち
、
歴
史
的
度
量
衡
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
現
法
と
の
比
定
を
行
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
実
測
量
と
関
連

す
る
場
合
は
、
メ
ー
ト
ル
法
で
表
現
、
ま
た
は
注
記
し
た
。

一
、
文
中
の
歴
史
的
人
名
は
敬
称
を
省
き
、
そ
の
他
の
人
名
に
つ
い
て
は
、
担
当
著
者
の
記
述
に
従

っ
て
統

一
し
な
か

っ
た
。

一
、
補
注
は
、
本
文
中
に
＊
印
で
示
し
、
小
見
出
し
の
区
切
り
ご
と
に
挿
入
し
た
。

一
、
付
図
と
し
て
古
代

・
中
世
の
歴
史
地
図
お
よ
び
地
質
図

（多
色
刷
)
各

一
枚
を
添
付
し
た
。

一
、
史
料
等
の
提
供
者
、
調
査
先

一
覧
、
お
よ
び
索
引
は
、
本
編
Ⅱ

に

一
括
す
る
。

一
、
表
紙
本
扉

・
背
表
紙

・
函
題
箋
等
の
題
字
は
、
前
市
長
の
も
の
で
あ
る
。
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